
地方都市における時間消費型中心市街地の再構築

― 歩行者・自転車のアクティビティ ―

建築・都市計画研究室 1435011 菊池 甫



背景・目的 中心市街地活性化対策の必要性

中心市街地の衰退―絡み合う複合的要因

→中心市街地活性化に向け対策が必要

・モータリゼーションの進展

・人口や公共施設の郊外流出

・全国画一的な郊外への大店舗進出

・郊外の商業集積

１

中心市街地に位置する様々な物販・サービス施設をつなぐ
空間のあり方の把握と検討

→改善すべき課題・街路空間整備の効果を明らかにする．



資料調査

（管理規制の実態把握
街路空間整備の現状）

行なわれている

活動の実態

管理・規制・

整備の実態

利用者の

意識の実態

研究の流れ・検討のための３つの視点

利用者に対する行動調査

アンケート調査

１



資料調査・歩道空間について・整備履歴
２

大分市中心部、歩行空間整備の状況(平成13年度3月末)

商店街や中央通りを外れた裏通りに対しては、ほとんど整備が行われていない．



利用者に対する行動調査
３

大分市中心部を対象に、

道路空間内の特徴が異なるもの、

平成11年11月に行われた、大分市中心部に対しての交通量調査に基づき、
歩行者交通量が把握できる地域、

などの条件に基づき街区単位で11地域、選定した．

調査は、

最初の5分間で対象地域で行われた活動を抽出し、

後半の10分間で、数人の計測者がそれぞれの担当に分かれて、計測を行う．

10月21日、26日、27日、28日、11月1日の9：00～18：15の期間に3回、
朝方(8:00～9:15)、昼間(12:00～13:15)、夕方(17:00～18:15)の調査を行った．



３
利用者に対する行動調査・対象地域全体

一般
建物

商業関連
合計 一般

建物
商業関連

合計 一般
建物

商業関連
合計

流動行動・歩行者 1275 196 1471 2253 551 2804 2288 539 2827 7102

流動行動・自転車 470 0 470 254 0 254 386 0 386 1110

停滞行動・歩行者 183 0 183 387 38 425 420 0 420 1028

流動行動・自転車 19 0 19 37 0 37 46 0 46 102

合計

朝 昼 夕方

停滞行動・歩行者

停滞行動・歩行者

停滞行動・歩行者

流動行動・歩行者

流動行動・歩行者

流動行動・歩行者

停滞行動・自転車

停滞行動・自転車

停滞行動・自転車

建物・商業関連

建物・商業関連

建物・商業関連

流動行動・自転車

流動行動・自転車

流動行動・自転車

朝方

昼間

夕方



３
利用者に対する行動調査・対象地域全体

一般
建物

商業関連
合計 一般

建物
商業関連

合計 一般
建物

商業関連
合計

流動行動・歩行者 1275 196 1471 2253 551 2804 2288 539 2827 7102

流動行動・自転車 470 0 470 254 0 254 386 0 386 1110

停滞行動・歩行者 183 0 183 387 38 425 420 0 420 1028

流動行動・自転車 19 0 19 37 0 37 46 0 46 102

合計

朝 昼 夕方

７７．２％

設備やイベント系の影響が大きい

朝方が最大
４２．３％



３

３地域・歩行者・流動系４７％

２地域・歩行者・流動系６％

６地域・歩行者・流動系４７％

利用者に対する行動調査・対象地域全体・昼間



利用者に対するアンケート調査・アンケートについて
４

アンケートは、

「アンケート記入者について」

「中心市街地のアクセスについて」

「中心市街地の利用状況について」

「中央通りの歩行者天国(トランジットモール)実施について」

の4項目で構成されている．

中心市街地利用者を対象に面接調査法を用い、

9月の後半17日～23日、10:00～19:00までの期間で、

中央通りスクランブル交差点周辺で実施した．

サンプル目標は、平日・休日それぞれ200票を基準とした．

休日194票、平日200票のデータを取得することが出来た．



利用者に対するアンケート調査・行動予定
４

「買い物」６４．３％

「買い物」６６．０％

「食事・喫茶」２７．６％

「食事・喫茶」３６．５％

６５．２％の来街者が、「買い物」と回答している．

ついで３２．１％の来街者は、「食事・喫茶」と回答している．



利用者に対するアンケート調査・交通手段
４

「自動車」・「バス」などの車系の利用が４９．２％と約半数．

「鉄道」は２６．０％．

５６．２％

４３．０％

２０．６％ ３１．５％



利用者に対するアンケート調査・評価
４

「にぎやか」３．６７

「明るい」３．５９

「道が分かりやすい」３．４９

「便利である」３．４３

「自然を感じる」２．２９

「にぎやか」・「明るい」・「道が分かりやすい」・「便利である」の評価が高く、

「自然を感じる」の評価が低い．



総括
５

大分市の現状は、整備などの実態からみると、

中央通り周辺の整備が完了又は計画中の通りが多いものの、

東側では十分な整備が行われているとはいい難い．

今後は、東側とその連続性に対する配慮が重要である．

市民の意識においても、

市街地に対して一定評価を与えているものの、多くのマイナスイメージがある．

それぞれの問題に則した対策が必要である．

市街地内でも、交通量・周辺の建物・イベント等により、

行動は大きく変化するので、

よりそれぞれの現状に則した整備やイベントの手段を検討しなければならない．



end



選定敷地の一覧

利用者に対する行動調査・調査地域の選定

調査地域

①中央町コミュニティ道路

②若草公園

③商店街(街路空間)

④商店街(核店舗下)

⑤商店街(広場空間)

⑥中央通り(赤レンガ通り)

⑦中央通り(核店舗下)

⑧ポルトソール

⑨サンサン通り

⑩府内5番街

⑪遊歩公園



利用者に対するアンケート調査・記入者について

学生４１．８％

学生４８．０％



利用者に対するアンケート調査・記入者について

０．３１：０．６９
「２０歳未満」「２０代」５８．８％

「女性・２０歳未満」３９．８％

４



利用者に対するアンケート調査・記入者について

「大分市内」７０．０％

「大分市内」６８．０％



利用者に対するアンケート調査・賛成・反対

賛成・４８．５％
賛成・５０．０％

反対・３３．５％
反対・３３．５％



利用者に対するアンケート調査・滞在時間
４

「５時間以上」の長時間滞在者２５．３％と最も多い．

２７．５％２３．０％



利用者に対するアンケート調査・希望時間

人の多い時間帯・４４．０％

人の多い時間帯・４１．８％



利用者に対するアンケート調査・歩行者天国について

「にぎやか」３．６８

「明るい」３．６２

「道が分かりやすい」３．３６

「便利である」３．２６

「自然を感じる」２．４９

「落ち着く」２．８３



利用者に対するアンケート調査・取り入れたい空間

「広い・歩きやすい空間」４０．５％

「仮設店舗の出店」４５．０％

「イベントの開催」５３．５％

「広い・歩きやすい空間」４６．４％

「仮設店舗の出店」４６．９％

「イベントの開催」４５．４％ 「休憩できる空間」５８．７％

「休憩できる空間」６１％

「休憩できる空間」・「イベント開催」・「仮設店舗の出店」・「広い歩きやすい空間」と

評価が高かった．


